
(1) 令和5年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第410号

№ 410

１Ｐ　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン１Ｐ　山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン

２Ｐ　部会紹介２Ｐ　部会紹介

３Ｐ　３Ｐ　部会紹介、協会けんぽからのお知らせ部会紹介、協会けんぽからのお知らせ

４Ｐ　会議所のうごき４Ｐ　会議所のうごき

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　県知事要望の回答６Ｐ　県知事要望の回答

７Ｐ　会議所月報７Ｐ　会議所月報

８Ｐ８Ｐ　相談会開催のお知らせ、国の教育ローン　相談会開催のお知らせ、国の教育ローン

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン４年振り開催山陰浜田港マリン大橋リレーマラソン４年振り開催

チームの声援を背にタスキを繋ぐチームの声援を背にタスキを繋ぐ

　　令和 5年 3月 4日（土）、令和 5年 3月 4日（土）、山陰浜田港マリン大橋リレー山陰浜田港マリン大橋リレー

マラソンが開催され、県内外から訪れた総勢 56 チームマラソンが開催され、県内外から訪れた総勢 56 チーム

420 名を超える参加者が思い思いのペースでタスキを繋420 名を超える参加者が思い思いのペースでタスキを繋

ぎ健脚を競いました。ぎ健脚を競いました。

　本イベントは浜田市合併 10 周年記念事業として平成　本イベントは浜田市合併 10 周年記念事業として平成

28 年から開催されており、ここ数年は新型コロナウイル28 年から開催されており、ここ数年は新型コロナウイル

ス感染症の影響で中止となっていましたが、4 年振りのス感染症の影響で中止となっていましたが、4 年振りの

開催となり今回で 5回目を迎えました。開催となり今回で 5回目を迎えました。

　競技内容は浜田お魚市場前を発着点として、マリン大　競技内容は浜田お魚市場前を発着点として、マリン大

橋橋（橋長約 600 メートル）（橋長約 600 メートル）を含む往復約 3 キロをチームを含む往復約 3 キロをチーム

リレーで 7 往復するハーフマラソンと 14 往復するフルリレーで 7 往復するハーフマラソンと 14 往復するフル

マラソンコース。また、今回から従来のリレーマラソンマラソンコース。また、今回から従来のリレーマラソン

に加えソロマラソンコースも新設されました。に加えソロマラソンコースも新設されました。

　市内の宿泊施設では、浜田での飲食を堪能してもらお　市内の宿泊施設では、浜田での飲食を堪能してもらお

うと参加者限定の「お得プラン」が提供され、宿泊料金うと参加者限定の「お得プラン」が提供され、宿泊料金

30％割引や朝食無料等のサービスでおもてなしが行われ30％割引や朝食無料等のサービスでおもてなしが行われ

ました。ました。

　見事に完走された参加者は「浜田の自然と日本海を眺　見事に完走された参加者は「浜田の自然と日本海を眺

めながら楽しく走れた。多くのイベントが再開されて賑めながら楽しく走れた。多くのイベントが再開されて賑

わいが戻ってくれたら嬉しい」と期待を込めていました。わいが戻ってくれたら嬉しい」と期待を込めていました。

スタートと同時に軽快に走り出すランナーのみなさま
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委

員

会

世

紀

ま

ち

づ

く

り

委

員

会

要
拡
大
に
喜
び
の
声
が
寄
せ

要
拡
大
に
喜
び
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
令
和

　

同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
令
和
44
年年

55
月
発
行
の
第

月
発
行
の
第
11
弾
か
ら
第

弾
か
ら
第

22
弾
ま
で
に
、
額
面
で

弾
ま
で
に
、
額
面
で
1010
億億

円
を
超
え
る
販
売
が
な
さ
れ

円
を
超
え
る
販
売
が
な
さ
れ

て
お
り
、
個
人
消
費
の
冷
え

て
お
り
、
個
人
消
費
の
冷
え

込
み
を
抑
え
る
多
大
な
経
済

込
み
を
抑
え
る
多
大
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

効
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

第

　

第
33
弾
の
発
行
は
地
元
経

弾
の
発
行
は
地
元
経

済
の
活
力
を
取
り
戻
す
極
め

済
の
活
力
を
取
り
戻
す
極
め

て
効
果
的
な
対
策
と
し
て
、

て
効
果
的
な
対
策
と
し
て
、

事
業
者
や
多
く
の
市
民
か
ら

事
業
者
や
多
く
の
市
民
か
ら

も
継
続
発
行
が
期
待
さ
れ
て

も
継
続
発
行
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

令
和

　

令
和
55
年年
22
月月
66
日
、
浜
田

日
、
浜
田

商
工
会
議
所
（
櫨
山
陽
介
会
頭
）

商
工
会
議
所
（
櫨
山
陽
介
会
頭
）

と
石
央
商
工
会
（
田
中
昌
昭
会

と
石
央
商
工
会
（
田
中
昌
昭
会

長
）
は
合
同
で
「
プ
レ
ミ
ア
ム

長
）
は
合
同
で
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
第

付
は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト
第
33

弾
」
発
行
に
対
す
る
要
望
書
を

弾
」
発
行
に
対
す
る
要
望
書
を

久
保
田
市
長
と
笹
田
市
議
会
議

久
保
田
市
長
と
笹
田
市
議
会
議

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
物
価
上

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
物
価
上

昇
・
円
安
の
影
響
を
受
け
、
極

昇
・
円
安
の
影
響
を
受
け
、
極

め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
な

め
て
厳
し
い
環
境
に
あ
る
な

か
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
に
限

か
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
に
限

定
し
な
い
幅
広
い
業
種
で
利
用

定
し
な
い
幅
広
い
業
種
で
利
用

で
き
る
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
多
く

で
き
る
同
チ
ケ
ッ
ト
は
、
多
く

の
事
業
者
か
ら
消
費
喚
起
や
需

の
事
業
者
か
ら
消
費
喚
起
や
需

応

援

チ

ケ

ッ

ト

要

望

応

援

チ

ケ

ッ

ト

要

望

　

令
和
令
和
55
年年
22
月月
2828
日
、
日
、
21
世

紀
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
委
員
長 

矢
口
伸
二
）
が
会
議
所
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
10
名
の

委
員
が
会
館
移
転
計
画
の
進
捗
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
工
事
の
終

盤
を
迎
え
た
新
会
館
改
修
工

事
に
お
い
て
、
電
気
子
メ
ー

タ
ー
の
増
設
や
床
・
壁
の
内
装

工
事
等
追
加
工
事
に
よ
る
約

３
４
０
万
円
の
工
事
費
が
増
加

　

講
師
は
当
所
職
員
（
経
営
支

　

講
師
は
当
所
職
員
（
経
営
支

援
課
援
課  

平
田
邦
彦
）
が
務
め
、

平
田
邦
彦
）
が
務
め
、

生
徒
た
ち
は
正
し
い
金
融
リ
テ

生
徒
た
ち
は
正
し
い
金
融
リ
テ

ラ
シ
ー
を
身
に
着
け
る
た
め
、

ラ
シ
ー
を
身
に
着
け
る
た
め
、

▽
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
よ

▽
成
人
年
齢
引
き
下
げ
に
よ

り
ロ
ー
ン
等
の
契
約
が
可
能
に

り
ロ
ー
ン
等
の
契
約
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
▽
家
計
管
理
と
貯

な
っ
た
こ
と
▽
家
計
管
理
と
貯

蓄
の
考
え
方
▽
資
産
形
成
の
必

蓄
の
考
え
方
▽
資
産
形
成
の
必

要
性
と
様
々
な
金
融
商
品
の
メ

要
性
と
様
々
な
金
融
商
品
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
特
徴

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
と
特
徴

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
「
税
金
が
ど

　

生
徒
か
ら
は
、
「
税
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知

る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
「
将

る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
「
将

来
に
向
け
て
、
若
い
う
ち
か
ら

来
に
向
け
て
、
若
い
う
ち
か
ら

色
々
な
金
融
商
品
へ
の
理
解
を

色
々
な
金
融
商
品
へ
の
理
解
を

深
め
て
準
備
し
て
い
き
た
い
と

深
め
て
準
備
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
」
と
の
感
想
を
話
し
て

思
っ
た
」
と
の
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
引

　

浜
田
商
工
会
議
所
で
は
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
と

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

り
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に

向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

浜

田

高

校

出

張

授

業

浜

田

高

校

出

張

授

業

　

令
和

　

令
和
55
年年
22
月月
11
日
、
日
、
33
日日

に
島
根
県
立
浜
田
高
校
の

に
島
根
県
立
浜
田
高
校
の
11
年年

生生
55
ク
ラ
ス
を
対
象
に

ク
ラ
ス
を
対
象
に
金
融
に

金
融
に

関
す
る
出
張
授
業
を
浜
田
税
務

関
す
る
出
張
授
業
を
浜
田
税
務

署
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
。

署
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
度
よ
り
学
習

　

こ
れ
は
、
本
年
度
よ
り
学
習

指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、
「
資

指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、
「
資

産
形
成
」
が
高
校
の
授
業
で
義

産
形
成
」
が
高
校
の
授
業
で
義

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
、
税
務
署
と
商
工
会
議
所
が

で
、
税
務
署
と
商
工
会
議
所
が

共
同
で
開
催
す
る
の
は
県
内
初

共
同
で
開
催
す
る
の
は
県
内
初

の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。



(5) 令和5年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第410号

［  浜田商工会議所 青年部だより － ３月号 － ］

　令和 5 年 2 月 16 日（木）～ 18 日（土）、3 年ぶりの現

地開催となった全国大会は、全国から 410 単会、6,682

人の登録があり、秋田の地で盛大に行われました。

　日本商工会議所青年部第 99 回通常会員総会では、令

和 4 年度の事業報告と令和 5 年度の事業計画、令和 6 年

度の会長候補者選任について審議がありました。令和 5

年度は浜田商工会議所青年部から高野君が出向理事とし

て、日本商工会議所青年部に参加します。

　記念式典では、大会旗を掲げた秋田商工会議所青年部

吉川裕太大会会長の入場から始まり、経済産業大臣、日

本商工会議所会頭をはじめご来賓方々のご祝辞、政策提

言手公式、中期ビジョン発表等が行われ、令和 5 年度の

全国大会、全国会長研修会の PR で幕を閉じました。

　また、記念事業の卒業式では今年度卒業される全国の

メンバーの名前がスクリーンに映し出され、日本商工会

議所青年部会長からの送辞、卒業される令和 2 年度会長

からの答辞があり、感動の卒業式となりました。本当に

多くの青年部メンバーが秋田の地に結集し、全国の仲間

との繋がりを改めて感じた全国大会となりました。

日本商工会議所青年部第 42 回全国大会「美の国　あきた大会」
令和4年度会長　佐々木　貴裕



(6)浜田商工会議所だより第410号 令和5年3月15日（発行定日15日）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

▽
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能
充
実
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

航
路
の
維
持
及
び
取
扱
貨
物
を
確
保
す
る
た
め
、
早
期
に
大
型
船

に
対
応
し
た
岸
壁
整
備
等
港
湾
機
能
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
ま

た
、
現
在
施
工
中
の
新
北
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
推

進
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
船
舶
大
型
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
に
対
し
て
整

備
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

〇
新
北
防
波
堤
に
つ
い
て
は
、
国
の
直
轄
事
業
で
継
続
し
て
施
工
中

で
あ
り
、
早
期
完
成
に
向
け
整
備
推
進
を
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

漁
獲
量
の
確
保
と
し
て
生
産
者
を
維
持
す
る
た
め
の
冷
凍
・
冷
蔵

能
力
の
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。
ま
た
、
陸
上
養
殖
や
海
面
養
殖
に
よ
る
新
た
な
水
産
資

源
の
確
保
に
つ
い
て
も
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
冷
凍
・
冷
蔵
機
能
の
強
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
養
殖
に
つ
い
て
は
、

県
で
は
ワ
カ
メ
や
イ
ワ
ガ
キ
等
の
無
給
餌
養
殖
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
が
、
沿
岸
自
営
漁
業
者
の
所
得
向
上
の
た
め
、
新
た
な
魚
種
や
養

殖
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
令
和
44
年年
99
月月
66
日
、
松
江
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
島
根

日
、
松
江
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
島
根

県
知
事
を
囲
む
要
望
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
商
工
会
議

県
知
事
を
囲
む
要
望
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
島
根
県
商
工
会
議

所
連
合
会
と
し
て
、
県
内

所
連
合
会
と
し
て
、
県
内
88
つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項
を

つ
の
商
工
会
議
所
の
要
望
事
項
を

取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
県
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
島
根
県
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田

こ
れ
に
対
し
、
島
根
県
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た
の
で
浜
田

市
に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

市
に
関
係
す
る
項
目
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

　

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
会
報

　

※
全
体
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
会
報
1010
月
号
月
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

矢
原
川
ダ
ム
事
業
は
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
波
及
効
果
を
含
め
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
。
現
在
、
ダ
ム
堤
体
の
本
格
着
工
に
向
け
た
準
備
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
計
画
的
な
事
業
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
矢
原
川
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
貯
水
池
内
の
用
地
買
収
及
び

地
質
調
査
、
解
析
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
昨
年
度
か
ら
、
付
け
替
え
道
路
及
び
工
事
用
道
路
工
事
に
着
手
し

て
お
り
、
引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
石
央
物
流
団
地
の
規
模
拡
張
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

山
陰
自
動
車
道
の
開
通
に
併
せ
、
県
西
部
の
産
業
振
興
及
び
経
済

発
展
を
見
据
え
た
物
流
拠
点
と
し
て
、
更
に
機
能
強
化
を
図
る
た
め

第
2
期
の
敷
地
造
成
に
つ
い
て
も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
運
送
事
業
者
の
経
営
戦
略
の
中
で
、
1
箇
所
に
集
ま
る
こ
と
が
更

な
る
効
率
化
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し
た
運

送
事
業
者
が
連
携
し
て
、
拠
点
の
場
所
や
規
模
、
そ
の
整
備
手
法
を

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
上
で
、
運
送
事
業

者
の
声
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
は
地
元
自
治
体
や
経
済
団
体
に
お
い
て

地
域
の
産
業
振
興
施
策
と
し
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
沖
合
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
資
源
開
発
促
進
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

今
後
の
さ
ら
な
る
資
源
開
発
は
、
島
根
県
の
経
済
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
浜
田
沖
の
試
掘
権
を
保
有
し
て
い
る
事

業
者
に
対
し
て
は
浜
田
港
を
活
用
し
、
掘
削
活
動
を
継
続
す
る
こ
と

や
ガ
ス
の
精
製
基
地
を
浜
田
港
周
辺
用
地
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
島
根
県
と
浜
田
市
が
一
体
と
な
っ
て
関
係
機
関
へ
働
き
か
け
ら

れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
こ
れ
ま
で
も
、
浜
田
市
が
国
へ
要
請
す
る
際
に
は
、
県
も
同
行
す

る
な
ど
、
連
携
・
協
調
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、
受
入
基
地
や
関
連
す
る
プ
ラ
ン
ト

等
の
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
浜
田
市
等
と
連
携
を
密
に
し
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港
寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大
き
な

安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど
に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
の
誘
致
に

向
け
、
引
き
続
き
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

【
回　

答
】

〇
今
後
も
海
上
自
衛
隊
へ
の
基
地
視
察
等
の
支
援
と
し
て
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
活
動
に
係
る
情
報
提
供
、
連
絡
調
整
な
ど
必
要
な
対
応
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建
設
に
つ
い
て

【
要　

望
】

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
石
見
神
楽
は
、
島
根
県
西
部
4
市
5
町

で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
当
地
域
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で

あ
る
。
石
見
神
楽
の
学
術
的
な
保
存
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
及
び
全
国

に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
、
定
期
的
な
公
演
や
認
知
度
を

高
め
る
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ
る
石
見
地
域
へ
の
誘
客
促

進
に
つ
い
て
は
、
首
都
圏
及
び
令
和
7
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
を
見

据
え
た
関
西
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策
を
強
化
い
た
だ

き
た
い
。

【
回　

答
】

〇
石
見
神
楽
に
関
す
る
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
有
福
温
泉
で
国

の
補
助
金
を
活
用
し
た
体
験
施
設
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
、
県
は
市

と
協
調
し
て
支
援
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
地
元
に
お
い
て
、

国
の
補
助
金
等
の
活
用
や
、
既
存
の
公
演
施
設
の
有
効
活
用
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

〇
石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ
る
誘
客
促
進
に
つ
い
て
は
、
県
も

参
画
す
る
石
見
観
光
振
興
協
議
会
を
中
心
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

に
よ
る
情
報
発
信
や
、
今
年
度
よ
り
9
月
か
ら
11
月
の
期
間
を
「
石

見
の
神
楽
在
月
」
と
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

〇
引
き
続
き
、
首
都
圏
及
び
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据
え
た
関
西
圏

で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
誘
客
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。



(7) 令和5年3月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第410号

  

 第２５３回 第２５３回常議員会の報告　（ ２月１４日開催 )常議員会の報告　（ ２月１４日開催 )

協議事項

１．会議所会員加入承諾について　    

　　[10月末会員数 ] 　1,158　[1月末会員数 ]　1,151     

　  [2022年 4月1日現在商工業者数 ]　2,190

　　[組織率]   52.56％

    　加入事業所数 ： 7　　退会事業所数 ：14

報告事項

１．新会館の改修工事の進捗状況および

                  移転スケジュールについて

２．新会館のテナント募集結果について

３．プレミアム付きはまだ応援チケット

            第 3 弾発行に係る要望書について

４．21 世紀まちづくり委員会について

５．コロナ対応状況について

６．県下商工会議所副会頭会議について

７．東京ビジネスチャンス EXPO について

８．ビジネスフェア中四国 2023 について

９．会議所青年部 40 周年記念式典について

10．生命共済「漁火」加入促進について

11．コロナ対策・原油・物価高対策の支援実施について

12．インボイス制度に関する状況調査について

事業説明

「企業を取り巻く経済環境変化への対応について」

　説明者：㈱山陰合同銀行アセットコンサルティング部

　　　　　　部長　友田　耕生　氏

新入会員のご案内新入会員のご案内/ご入会いただきありがとうございます/ご入会いただきありがとうございます

（同）SIGN パートナーズ　　  　代表社員　 岡田　拓也　   浜田市和治町  　レンタカー業（同）SIGN パートナーズ　　  　代表社員　 岡田　拓也　   浜田市和治町  　レンタカー業

（敬称略）（敬称略）

㈱ダスコン　　　　　　　 　　代表取締役　藤本　和士　　 ㈱ダスコン　　　　　　　 　　代表取締役　藤本　和士　　 浜田市下府町浜田市下府町　　　清掃業　　　清掃業　　

会 議 所 月 報会 議 所 月 報

Ｔ -Ｓｈｏｔ　　  　　　 　  代表　　    前田　達史  　 Ｔ - Ｓｈｏｔ　　  　　　 　  代表　　    前田　達史  　 浜田市浅井町浜田市浅井町　　　　飲食業飲食業

エース　　　             　　代表　　　  大浜　洋平　 　浜田市周布町  　自動車販売業エース　　　             　　代表　　　  大浜　洋平　 　浜田市周布町  　自動車販売業

㈱ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ＆ﾘﾎﾞｰﾝ浜田ｵﾌｨｽ　代表取締役　井野口　房雄　 ㈱ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ＆ﾘﾎﾞｰﾝ浜田ｵﾌｨｽ　代表取締役　井野口　房雄　 浜田市上府町浜田市上府町　　経営ｺﾝｻﾙ業　　経営ｺﾝｻﾙ業

藤原電匠　  　　　　         代表　    　谷口　伸之  　 藤原電匠　  　　　　         代表　    　谷口　伸之  　 浜田市長浜町浜田市長浜町　　　　電気工事業電気工事業

Ｄｒ .ＢＢ診療所　           代表　    　澄川　知  　   Ｄｒ .ＢＢ診療所　           代表　    　澄川　知  　   浜田市三隅町浜田市三隅町　　　　小売業小売業

開催日：令和5年 4月 29日（土）開催日：令和5年 4月 29日（土）

今年は４年振りに現地でパレードを実施！今年は４年振りに現地でパレードを実施！
詳細は浜田市観光協会ＨＰでご確認ください！詳細は浜田市観光協会ＨＰでご確認ください！

2023 石州浜っ子春まつりが開催2023 石州浜っ子春まつりが開催



(8)浜田商工会議所だより第410号 令和5年3月15日（発行定日15日）

  

　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0027　島根県浜田市殿町 124-2　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：田村　洋二　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 110 円（税込み。但し会員の購読料は会費の中に含まれます）

  

　　

令和 5年令和 5年　　3月 20 日（月）3月 20 日（月）　10時～ 16時  　10 時～ 16 時  

 4 月 18 日（火）   4 月 18 日（火）  10 時～ 16 時  10 時～ 16 時  
開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員

無　料無　料

事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 5年令和 5年　　33 月 22 日（水）　10時～ 16時月 22日（水）　10時～ 16時

4月 19 日（水）  4 月 19 日（水）  10 時～ 16 時  10 時～ 16 時  

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会

相談会開催のお知らせ相談会開催のお知らせ

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

浜田商工会議所事務所移転のお知らせ浜田商工会議所事務所移転のお知らせ

移転日：令和５年４月３日（月）移転日：令和５年４月３日（月）

新住所：浜田市田町１６６８番地 浜田商工会館２階新住所：浜田市田町１６６８番地 浜田商工会館２階

電　話：０８５５－２２－３０２５電　話：０８５５－２２－３０２５

ＦＡＸ：０８５５－２２－５４００ＦＡＸ：０８５５－２２－５４００

高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。 

 

【ご 融 資 額】お子さま１人あたり３３５５００万万円円以以内内 

【金 利】年年１１．．９９５５％％ 固定金利 

※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収２００万円（所得１３２万円）以内の方」または「子ども

３人以上の世帯かつ世帯年収５００万円（所得３５６万円）以内の方」は年１．５５％ 

（令和５年３月１日現在） 

【ご返済期間】１１８８年年以以内内 

※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収２００万円（所得１３２万円）以内の方」

または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収５００万円（所得３５６万円）以内の方」は１８年以内 

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など 

【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能） 

【保 証】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能） 

 

詳しくは、ＨＰ（「国の教育ローン」で検索）または教育ローンコールセンター（０５７０－００

８６５６（ナビダイヤル）または（０３）５３２１－８６５６）までお問い合わせください。 

お 子 さ ま の 教 育 資 金 をお 子 さ ま の 教 育 資 金 を

「 国 の 教 育 ロ ー ン 」（ 日 本 政 策 金 融 公 庫 ） が サ ポ ー ト ！「 国 の 教 育 ロ ー ン 」（ 日 本 政 策 金 融 公 庫 ） が サ ポ ー ト ！

◆ 貰 っ て◆ 貰 っ て う れ し いう れ し い 　 使 っ て　 使 っ て 便 利 な便 利 な 　「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆　「 浜 田 市 共 通 商 品 券 」 ◆


